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が多く報告されている（山野井ほか，1980；山野井，
1984；齋藤ほか，1995；森・山野井，2003 など）．こ
れらはこの時期の日本が著しく温暖な気候下にあった
ことの証拠として注目されてきた . これに対し明確に
同様の気候を示す大型植物化石の産出記録は少なく，
勝田層群植月層の Trachycarpus sp.（高橋 , 1959）や
能登半島の狼煙植物群の Livistona sp.（Ishida, 1970），
石川県金沢市の中新統からのヤシ科の材化石（鈴木 , 
1989）などが報告されているにすぎない．高倉層から
の Livistona の大型化石の産出はこれらにつぐもので
あり，Casuarina の大型化石の産出は日本では初めて
である．これらの化石は上述の著しい温暖気候の新た
な証拠となるとともに，当時の日本のフロラを解明す
る上で重要な知見となるものである．
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 愛知県新発見のヌマカイメン

松岡敬二*・益田芳樹**

Discovery of a freshwater sponge, Spongilla lacustris in Aichi Prefecture, Japan

Keiji Matsuoka * and Yoshiki Masuda**

はじめに 

　愛知県内の陸水域に生息する淡水海綿は，知多半
島・名古屋市および愛知郡・刈谷市のため池から 7 種

（益田ほか , 1991；益田ほか，1992），豊橋市内のため
池，水路，河川から 10 種（亜種を含む）（松岡 , 1991, 
1992, 1994；益田・松岡 , 1993；松岡・益田，2000，
2005）が報告されているが，これまでヌマカイメンは
知られていなかった．また，本州中部地方を精力的に
踏査した佐々木信男の研究（佐々木 , 1973）に使用さ
れた標本が東北大学に保管されているが，その中に愛
知県産のヌマカイメン Spongilla lacustris は含まれて
いない（益田・松岡 , 1993）．
　本論文では，愛知県から初めての記録となるヌマカ
イメンを矢作川で採集したので報告する．

採集場所

　ヌマカイメンは，2006 年 12 月 10 日に愛知県安城
市川島町の東海道新幹線架橋の下流約 120 ｍにあたる
矢作川右岸から採集された（第 1 図）．長野県下伊那
郡の大川入山（標高 1,908m）に源流をもつ矢作川は，
山岳地帯を流下しながら三河湾に注ぐ全長 118km の
西三河を代表する河川である．採集場所は，流れの攻
撃面となり流速が早く，木と礫で河岸が補強されてい
る．水中の木と礫の部分にヌマカイメンは広く付着し
ていた（第 2 図）．冬季にもかかわらず，海綿体は退
縮しておらず，十分に成長した状態で採集できた．し
かし，合計 3 回（2006 年 12 月 10 日・26 日；2007 年
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第２図．ヌマカイメンの生息状況 .

第１図．ヌマカイメンの採集地（安城市川島町）．
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1 月 15 日）の調査のいずれの回でも海綿体の内部に
芽球の形成は認められなかった。

標本記載

タンスイカイメン科　Family Spongillidae

ヌマカイメン属 Genus Spongilla Lamarck　
ヌマカイメン　Spongilla lacustris（Linnaeus, 1758）

　海綿体は木・礫の全体を層状に取り巻いたものや，
その表面に指状突起（第 3 図）を持っているものもい
る．表面は弱い凹凸があり，陽のあたる場所では緑藻
との共生で緑色をしている．芽球は形成されていない
ため，芽球骨片は観察できなかった．
　海綿体の骨片は，骨格骨片，遊離小骨片からなって
いる．骨格骨片（第 4 図 1）は，両端のとがったやや
湾曲した両針体で，表面は平滑である．骨格骨片の長
さは，280.0 ～ 360.0μm（平均 324.7μm）, 太さは 11.5

～ 16.3μm（平均 14.2μm）である．遊離小骨片（第 4

図 2 ～ 4）は表面に棘のある湾曲した両針体である．
遊離小骨片の長さは，50.5 ～ 85.9μm（平均 70.7μm）, 
太さは 2.5 ～ 5.0μm（平均 4.1μm）である．
　タンスイカイメン科の同定には芽球骨片が有効であ
る．今回のように芽球が形成されていない場合，ヌマ
カイメンは特徴的な遊離小骨片の形態により同定する
ことができる．
　本種は北半球の北半分にあたるヨーロッパ（ス
ウェーデン，フィンランド，ロシア，オランダなど），
北アメリカ（アメリカ，カナダ），アジア（ロシア，
中国，日本）から報告されている（Penney and Racek，

1968）．主分布域の南部に位置する日本では，北海
道，本州，四国，九州（Sasaki，1934, 1936；佐々木，
1969, 1973）に分布するが，中国・九州・四国地方で
はそれぞれ 1 ないし 2 か所の記録しかない（益田・佐
藤，1993；久米・益田，1997；益田，2002）．
　矢作川のヌマカイメンは，北方系要素のレリックと
して貴重である． 
　本研究で使用した標本（TMNH-Po-1）は，豊橋市
自然史博物館で保管される．
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第３図．ヌマカイメン . 第４図．ヌマカイメンの骨格骨片と遊離小骨片．
 　　　　1, 骨格骨片 ;　2, 4, 遊離小骨片 ;　3, 2 の遊離小骨片拡大．
　　　　（スケール：1=50μm，2, 3, 4=10μm）
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